
１ 施設整備に係る概算費用および財源

項目 概算費用 内訳 財源 スケジュール
R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

(1)増築施設の整備 約4,825,700千円

①都市計画決定前の
経費（基本設計等） 約94,200千円・施設整備基金

②実施設計、設計施
工監理 約176,000千円・施設整備基金

③建築工事費 約4,555,500千円

・組織区負担金（約1,064,475千円）
・施設整備基金（約940,786千円）
・地方債発行（約2,549,739千円）
→元利償還金は、組織区から
「負担金」として歳入

(2)式場増設に伴う改修 約52,360千円
①基本設計等 約1,210千円・令和５年度予算
②実施設計 約1,650千円・施設整備基金
③改修工事費 約49,500千円・施設整備基金

(3)既存施設の修繕・更新
(9か年（R6〜14年度))

約1,427,632千円
（約158,626千円/年）

①施設全体 約850,960千円
（約94,551千円/年）

・利用料収入
・R12〜R13年度の大規模修繕(改修)費
は、施設整備基金（R5〜6年度は一部）

②火葬炉 約576,672千円
（約64,075千円/年）・利用料収入

全体 約6,305,692千円

平成30年度に策定した「臨海部広域斎場組合施設整備基本方針」について、近年の人口動態や他

斎場の動向などの事業環境の変化を受け、精査・見直しをし、改めて施設整備に関する基本的考え方

を整理した。 施設整備に関する基本的な考え方

１ 将来火葬需要と必要火葬炉基数
(1)組織区の死亡者数 ：令和4年度実績 23,344人/年  2060～ 64年平均34,367人/年

（平成30年度時点の予測は、33,980人/年）

(2)臨海斎場の火葬需要 ：令和4年度実績 9,841人/年  2060～ 64年平均14,444人/年
（平成30年度時点の予測は、13,007人/年）

(3)将来火葬需要に対応するための火葬炉基数は、17基（3.5回転／1炉）～20基（3回転／1炉）となる。

(4)災害時や感染症発生時等に需要が高まることも踏まえ、10基増設し、合計20基とする。

３ 既存施設の活用（式場の増設）

(1)通夜や参列者数は減少傾向にあり、１日葬・家族葬が多いが、式場ニーズは高く、１週間から１０日待

ちの状態である（令和５年度時点）。

(2)既存施設の火葬待合室（８室）を有効活用し、式場として利用できるようにする。

(3)棺を昇降させるエレベーターの設置や火葬待合室で式を行えるよう既存施設を改修する。

(4)右表のとおり、既存施設４式場に加え、

式場として利用できる室を段階的に増やす。

２ 増築施設の整備

(1)将来の火葬需要に対応できる必要な諸室及び規模の施設とする。

(2)利用者の利便性を高めるため、既存施設を有効的に活用できる一体的な構造とする。

(3)将来の施設改修に備え、既存施設と増築施設の機能をそれぞれ独立させる。

(4)再生可能エネルギーの活用など脱炭素化に資する整備を検討する。

(5)必要な増築施設の諸室・規模について、下表のとおり変更する。

 資金計画

２ 今後の検討事項
今後、臨海部広域斎場組合で発生する経費の実績や予測を踏まえ、組織区負担金の額や按分方法、地方債の発行にあたり、起債額や償還期限等について組織区と協議・検討（令和７～８年度）し、必要に応じて組合規約を改正する。

都市計画交付金対象（火葬場部分（90%））組織区への交付金 約4,257,900千円
内訳 ア．都市計画交付金（25%）約1,064,475千円

イ．財政調整交付金（75%）約3,193,425千円

平成30年度時点は
約3,000,000千円

※港区は不交付（R5年度時点）

※上記の他、コンストラクション・マネジメント（CM）業務委託費については、施設整備基金を財源とする。

※概算費用は、令和６年度時点の想定額であり、今後、事業を進め
るにあたり、変更される。

※基本設計・実施設計後に、多少の変更が生じる場合がある。

EV基本設計

基本方針 基本設計

●起債 ●起債 ●起債

大規模修繕(改修)大規模修繕

基本方針3～4ｐ

基本方針9～12ｐ

基本方針5～8ｐ

基本方針17～26ｐ

基本方針22,26～28ｐ

EV実施設計
EV発注 改修工事

実施設計 設計・施工監理

地中調査 都市計画変更決定

建築工事

供用開始

式場貸出4室増（計8室） 式場貸出4室増（計12室）

建物設備計画修繕

火葬炉計画修繕
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臨海部広域斎場組合施設整備基本方針について


























































